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以下の文章を読み、「関税の納期限と法定納期限の違い」を把握し、質問に答えなさい。

	１　法定納期限

｢法定納期限｣という言葉は、関税法第12条第8項に｢・・法定納期限とは・・・｣として出てきます。

この「法定納期限」は、普通に商業貨物を輸入する場合は｢輸入の許可の日｣で、その例外は同項で1号から6号まで書いてあります。

 　そこで「法定納期限」がどういう意味を持っているかということですが、延滞税や、徴収権の時効の起算点になっています。

 　例えば、輸入申告時点で、関税が100万円として納税し、2009年9月10日に輸入許可を受けたが、1年後に税関の事後調査を受けて荷主の事務上の間違いで50万円の税額が不足であるとの指摘を受け2010年10月1日に修正申告するとします。

 　その場合、所定の割合の延滞税が課されますが、その時の延滞税の計算時の起算は、法定納期限である9月10日の翌日から納付までの日数に応じて課されます。

 　また、先ほどの、50万円不足が6年後に見つかったとします。この場合、間違いの原因が事務的なもので(例えば過失による計算間違い)、脱税のようなことでないとしますと、関税の一般的な徴収権は法定納期限から起算して5年経過により消滅する（関税法第14条の2 徴収権の消滅時効）ので、先ほどのような追加納税のような問題は起こりません。

2　納期限

 　これは、法定納期限に対し、「具体的納期限」とも呼ばれるものです。関税法第9条に期限が書いてあり、第9条の2第1項に「・・・・・関税を納付すべき期限(以下・・・「納期限」という。)・・・」との表現がされています。

 　この納期限は、普通に商業貨物を輸入する場合は「輸入する日までに納付」（第９条１項）とされていますので、先ほどの法定納期限と通常は同じ日ですが、前述の例のように1年後に修正申告をして50万円の追加納税をするときの「（具体的）納期限」は、修正申告した日、つまり2010年10月1日ですが、法定納期限は、当初の輸入許可の2009年9月10日になります。
 　このように、納期限は、延滞税や時効消滅の場合の起算点にはならず、単に納税者に期限の利益を与えたもので、その間は督促を受けないとかという効果にとどまります。
出典サイトhttp://yaplog.jp/kazusann/archive/258


質問：関税法第１２条１項を読み、２０１０年１０月１日に修正申告をした５０万円の追加納税の延滞税の計算について、下の枠を埋めなさい。なお、起算日は「初日不算入の原則」により翌日からとなっているが、満了日は「応当日の前日」が原則となっている。
	「法定納期限」（｢輸入の許可の日｣）
	

	延滞税納付の起算日
	

	修正申告による追加納税額５０万円の納付日
	

	法定納期限から二か月を経過する日とその日までの延滞税率
	

	関税法附則３項による平成２５年の延滞税率

次のサイト参照のこと：

http://www.kanzei.or.jp/tokyo/tokyo_files/pdfs/cus_info/tukyo2412-1.pdf
	

	法定納期限から二か月を経過する日後の日と延滞税率
	


質問：関税法第１２条１項を読み、２０１０年１０月１日に修正申告をした５０万円の追加納税の延滞税の計算について、下の枠を埋めなさい。
なお、起算日は「初日不算入の原則」により翌日からとなっているが、満了日は「応当日の前日」が原則となっている。
	「法定納期限」（｢輸入の許可の日｣）
	2009年9月10日

	延滞税納付の起算日
	2009年9月11日

	修正申告による追加納税額５０万円の納付日
	2010年10月1日

	法定納期限から二か月を経過する日とその日までの延滞税率
	2009年11月9日　年利7.3％

	関税法附則３項による平成２５年の延滞税率

次のサイト参照のこと：

http://www.kanzei.or.jp/tokyo/tokyo_files/pdfs/cus_info/tukyo2412-1.pdf
	年利4.3％

	法定納期限から二か月を経過する日後の日と延滞税率
	2009年11月10日　年利14.6％
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